
厘菫華晨

| ‐

―ル「しうら」で「許可条あすなろホ

た _独奏会」が開催されまし

るように、楽器に使われlfl、 と呼ばれl国 名で
ミ
ニ :中

           し許可さんの驚異的なテリヽ2本 : しか

3曲 の数々は、

るヽ弦はわずフ

て奏でらオl′よ歌心によっ

した

・ックと類希フ

基「 していま当日集まった135人 の観客を覧
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一 より快適な生活環境をめざし―

相内地区下水道整備
推進委員会が発足

現
在
村
で
は
、
豊
か
で
清
ら
か
な
自
然
環
境
の
保
全
と
、
快
適

で
健
康
的
な
居
住
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
、
村
内
全
集
落
を

対
象
に
、
下
水
道
を
整
備
す
る
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

十
三
地
区
に
引
き
続
き

相
内
地
区
を
予
定

下
水
道
施
設
の
概
要

各
家
庭
の
し
尿
や
台
所
、
浴
室
、
洗
濯
室
、
洗
面
所
等
か
ら
出
る
生
活

雑
排
水
は
排
水
設
備
に
よ
り
、
道
路
下
に
埋
設
さ
れ
た
下
水
道
管
を
通
り

処
理
場
に
運
び
込
み
、
こ
こ
で
き
れ
い
な
澄
ん
だ
水
に
処
理
し
、
海
や
川

等
に
放
流
し
ま
す
。

十
三
地
区
に
お
い
て
は
、
平
成
七

年
度
か
ら
漁
業
集
落
排
水
施
設
整
備

事
業
に
着
手
し
、
現
在
下
水
道
管
の

埋
設
工
事
が
大
部
分
完
成
し
て
い
ま

す
。
来
年
度
か
ら
処
理
場
の
建
設
に

入
り
、
引
き
続
い
て
相
内
地
区
を
整

備
す
る
予
定
で
す
。

そ
こ
で
去
る
十

一
月
十
九
日
、
相

内
地
区
の
町
内
会
及
び
関
係
団
体
に

よ
り
相
内
地
区
下
水
道
整
備
推
進
委

員
会
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
今
後
下
水
道
の
啓
蒙

活
動
に
重
点
を
お
き
、
町
内
会
ご
と

の
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
御
参
加
を

お
願

い
し
ま
す
。

り
　
い
て
は
、
平
成
七
年
八
月

轟　漿針に動紅師畔黎財劉

経
　
（会
長
　
若
山
恭
次
）が
組

瑯
爛際卸ｒ南赫出降“『

嚇　け鰤脚け赫残菫硼林興

懇
を
推
進
し
て
いま
す
。
現

維
軸朽赫地（”働な時雌

駆
　上
と
な
って
いま
す
。

準
推卸動動鉦け熱競雌赫

ペ
ー
ジ
の
通
り
で
す
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願

い
し
ま
す
。

○各家庭での流れ

警沓 警
き      ま

排 水 設 備

―

個人で設置・管理する部分

し翻鶏
~

孝還

〇

一
分部

設

る

下水道本筐一印一一
水
酢

下

設

下
水
道
冒
　
　
　
　
　
て

-375



(3)広 報ιチ4多

相内地区下水道整備推進委員会委員名簿 ○処理場までの流れ

成 田 義 雄

霧野豪繁轟巖あ
==饉

島轟|

1.ゆ とりで 走 ろ う、心 と時 間 と車 間距 離

1割のス ピー ドダゥン

2倍 の車間距離

3分早めの出発

2 急 ブ レー キは危険 ′
○急 ブ レーキ を使わな くて もいい運転 を しましょう。
Oタ イヤを最後まで転が して止める「ソフ トブレーキJ操作を

身につけよう

3.発 進時は、ゆっくりと慎重に ′
Oオ ー トマチ ック車

クリープ(は いずり)現 象を利用 し、ある程度の加速がつ くま
でエンジン回転は1000回 転以下を保つ。

○マニュアル車
エンジン回転を1000ヽ 2000回 転以下に維持 した微妙なクラ ノ

4 カーブ手前で充分に減速 を
○カープでは、遠心力がクルマをカープの外に飛び出させよう

とします.そ れを防くのが タイヤと路面との摩擦力っ遠心力
は、クルマの速度が早 くなるほど強くなります。

○冬道は、タイヤと道路の摩擦が極端に少なくなり、カープの

外に飛び出しやす くなりますので特に注意が必要です。カー

プに入る前に充分に減速する「スロー イン」で安全走行を

しましょう。

5 怖 い下 り坂
○下 り坂の途中でブレーキを強 く踏んだり、不用意なシフトダ

ウンはスリノプをまねきます。
下 りに入る前に、充分な減速と、適切なギアにシフトダウン

して、エンジンブレーキを効かせながら下りましょう。

6 尻振 リス リップブ レーキは禁物 ′
0走 行中に横滑 りや尻振 リスリノプが発生したら、プレーキは

絶☆寸禁物1ア クセルを戻 し、ハンドルをすばやく尻振 りした

方向に切る「カウンターステア操作」でくいとめるようにし
ます=操千乍に慣れていない人は「アクセルを戻 し、ブレーキ
を絶ti踏 まない」鉄員1を 守 りましょう。

除雪作業員 も一生懸命がんば っています′

『:「 3通島[:執  五メカをお願いします。
フz`:]:)i
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し
＜
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た

新
相
内
橋
が
使
用
開
始

「新
相
内
橋
」
と

「旧
相
内
橋
」

の
長
さ
　
幅
を
比
較
す
る
と
、
将
来

河
川
改
修
計
画
に
よ
り
相
内
川
が
拡

か
ら
橋
の
長
さ
が
約
二
倍
に
、
ま
た

車
道
の
拡
張
と
歩
道
が
新
設
さ
れ
た

た
め
に
幅
が
拡
張
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
完
成
し
た

「新
相
内
橋
」
は

再
び
何
十
年
も
の
間
に
わ
た

っ
て
村

民
の
生
活
を
支
え
て
い
く
こ
と
に
な

ど
も
会
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
な

っ
て

登
山
ば
や
し
を
鳴
ら
し
な
が
ら
町
内

を
練
り
歩
き
、
脇
元
岩
木
山
神
社
、

洗
磯
崎
神
社
、
軒
偶
突
智
神
社
に
門

松
と

一
緒
に
奉
納
さ
れ
ま
す
。

こ
の
度
市
浦
村
監
査
委
員
を
務
め

て
い
る
葛
西
善
六
さ
ん
（脇
元
地
区
）

が
監
査
事
務
功
労
者
と
し
て
自
治
大

臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

和
三
十
年
ま
で
旧
脇
元
村
収
入
役
。

か
』
昭
和
四
十
八
年
ま
で
収
入
役
と

し
て
活
躍
し
た
手
腕
を
活
か
し
、
昭

和
五
十
八
年
監
査
委
員
に
就
任
．
以

第

一
〇
五
回

　

一
〇
六
回
全
国
珠

算
検
定
試
験
が
村
内
各
小
学
校
に
お

合
格
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Ｌ
お
嚇製
認
鎮貯
・

▽
三
級
　
村
元
繭
美
、
石
岡
城
幸

（辻
分
珠
算
塾
）

▽
六
級
　
士
［
田
亮

⌒辻
分
珠
算
塾
）

近
藤
祥
平

（浦
田
塾
）

▽
七
級
　
一二
和
功
典
、
佐
々
木
麻
里

絵

（辻
分
珠
算
塾
）
若
山

知
裕

（浦
田
塾
）

▽
八
級
　
石
岡
剛
宗
、
渡
辺
亜
梨
沙

⌒辻
分
珠
算
塾
）

▽
九
級
　
武
田
和
、
本
荘
志
織
、
越

来
十
三
年
有
余
に
わ
た

っ
て
村
の
公

金
で
あ
る
予
算
の
執
行
状
況
を
監
査

す
る
重
責
を
果
た
し
、
今
回
の
受
賞

谷
め
ぐ
み

（浦
田
塾
）

・
■

一
‐‐

０
■
個
栓
掴
市

‐
ェ
絵
・
●

．
　

珠

算
検
定
試
験
合
格
者

▽
二
級
　
成
田
茉
世
（辻
分
珠
算
塾
）

▽
三
級
　
竹
谷
知
佳
、
笹
山
高
敏
、

石
岡
由
利
子

（辻
分
珠
算

塾
）
高
田
恵

（浦
田
塾
）

▽
四
級
　
秋
田
谷
五
月

（辻
分
珠
算

塾
）

▽
五
級
　
棟
方
亮
伍
、

（浦
田
塾
）

▽
六
級
　
小
寺
晶
子
、

（浦
田
塾
）

近
藤
祥
平

▽
八
級
　
小
山
内
理
佳
子
、
櫛
引
良

大

（辻
分
珠
算
塾
）

▽
九
級
　
武
田
和
、
越
谷
め
ぐ
み
、

本
荘
志
織

（浦
田
塾
）

▽
十
級
　
長
尾
南
、
中
井
亮
、
新
岡

歩
美
、
近
藤
佑
人
、
浜
田

芽
里

（浦
田
塾
）

こ
の
度

「
新
相
内
橋
」
が
完
成
し
、

通
行
止
め
に
な

っ
て
い
た
区
間
も
再

び
通
行
が
可
能
に
な
り
、
現
在
は
弘

南
バ
ス
の
運
行
も
再
開
さ
れ
る
よ
う

「旧
相
内
橋
」
は
昭
和
十
二
年
に

架
設
さ
れ
た
も
の
で
、
耐
用
年
数
に

は
若
干
の
余
裕
が
あ
り
ま
し
た
が
、

架
設
さ
れ
た
当
時
と
比
べ
る
と
交
通

量
の
大
幅
増
加
、
車
両
の
大
型
化
な

ど
交
通
事
情
が
大
き
く
変
わ

っ
て
き

て
い
る
た
め

「新
相
内
橋
」

へ
の
切

り
替
え
が
必
要
と
な
り
、
平
成
八
年

の
十

一
月
よ
り
着
工
。
総
事
業
費
約

回
し早六
鰈
子

四
億
円
を
投
し
て
架
け
替
え
ら
れ
ま

○
新
相
内
橋

（車
道
　
エハ
　
七
五
メ
ー
ト
ル

歩
道
　
一
一　
五
メ
ー
ト
ル
）

脇
元
地
区
の
師
走
の
風
物
詩
で
あ

る
し
め
縄
づ
く
り
。
今
年
も
脇
元
氏

子
青
年
会

（会
長
　
木
津
谷
清
蔵
）

に
よ
っ
て
脇
元
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
行

っ
て
か
ら
製
作
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
は
十

一
月
か
ら
製
作
が
開
始
さ

熟
練
し
た
技
術
と
連
携
に
よ
っ
て
、

夏
に
刈
り
取
っ
た

″
い
草
″
を
ま
と

め
て
三
本
の
縄
を
作
り
、
そ
れ
を
さ

ら
に
一
本
に
ま
と
め
る
作
業
を
経
て

完
成
し
た

「じ
め
縄
」
は
重
い
も
の

で
は
約
四
十
キ
ロ
ほ
ど
に
な
る
そ
う

こ
の
後
じ
め
縄
は
十
二
月
二
十

一

日
に
最
後
の
飾
り
付
け
を
さ
れ
、
子

蝉
ず
』メ
リー
ロ
ニ畑八
●
鶉
善，



「ふ
る
さ
と
市
浦
会
」

(5)広 報ι

'4多
京
都
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、

市
浦
会
」
総
会
及
び
交
流
会
が
開
か

参
加
者
で
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し

総
会
は
、
山
田
副
会
長
の
司
会
で

進
行
し
、
葛
西
会
長
が

「今
年
、
お

市
浦
村
で
の
交
流
会
も
大
成
功
に
終

い
．
」
な
ど
と
あ

い
さ

つ
鬱
続

い
て
来

り
今
年
の
シ
ジ
ミ
漁
や
ト

マ
ト
の
状

況
、
ま
た
四
月
に
厚
生
省
よ
り
健
康

文
化
都
市
に
指
定
さ
れ
、
こ
れ
か
ら

村
が
目
指
し
て
い
る
海
水
温
泉
や
魚

の
陸
上
養
殖
な
ど
の
方
向
性
を
紹
介

し
た
あ
と

「
来
年
、
青
森
県
は
文
化

観
光
立
県
宣
言
を
し
、
平
成
十
年
十

の
で
、
是
非
皆
さ
ん
も
足
を
運
ん
で

く
だ
さ
い
。
」
と
述
べ
ま
し
た
〔

続

い
て
、
葛
西
会
長
が
議
長
を
務

め
議
事
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
Ｌ
今
年

は
二
年
に

一
度
の
役
員
改
選
の
年
で

あ
り
、
新
役
員
は
事
務
局
案

の
と
お

り
決
定
さ
れ
総
会
は
無
事
終
了
し
、

交
流
会
に
入
り
ま
し
た
〔

交
流
会
で
は
、
激
励
に
駆
け
付
け

務
局
長
の
乾
杯
で
開
宴
さ
れ
ま
し
た
っ

一
部
は
、
会
員
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ

大
会
、
二
部
は
、
抽
選
に
よ
る
プ
レ

ゼ
ン
ト

コ
ー
ナ
ー
、
二
部
は
、
伊
南

喜
仁
シ
ョ
ー
と
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、

最
後
は

「
し
う
』
音
頭
」
で
締
め
く

き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
久
し
振
り
に
会

満
足
げ
に
会
場
を
後
に
し
て
い
ま
し

◎
新
役
員

ク
　
　
　
山
田
　
敏
行

（再
）

″
　
　
　
矢
尾
　
彰
子

（新
）

理
　
事
　
　
葛
西
　
邦
夫

（再
）

ク
　
　
　
成
田
　
文
忠

（再
一

ク
　
　
　
鳴
海
　
正
毅

（新
）

酢
興　
事
　
　
本
荘
　
を
王
　
（再
）

ク
　
　
　
志
田
　
由
江

（新
）

事
務
局
長
　
伊
南
　
喜
仁

（再
）

376-
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>77く

義
家
病
む

し
た
が
、
オ

コ
リ
で
は
な

い
か
と
か
風
寒
で

成
衡
の
討
死

（
一
〇
八
七
）
に
病
死
し
た
た
め
成
衡
が
出

が
過
ぎ
る
の
を
焦
れ

っ
た
く
思

っ
た
成
衡
は
、

た、

(12)

来
に
日
配
り
し
た
の
を
千
任
に
悟
ら
れ
て
仕

火
の
手
が
上
が
り
、
外

の
源
軍
が
ど

っ
と
城

…376



情報をお寄せください

お しらせ
役場の電話は62-2111

110番 のポイントは、いつ・どこ

で 。何があった・犯人は ,ど んな

状況か、あなたの住所と名前・電

話番号です。

携帯電話等からの110番 注意事項
●現場を離れないで

付近の地理に不案内な場合、現

場を離れて しまうとその場所につ

いて説明が難 しくなります。

市町村名から話 し、目標になる

建物名などを教えてください。
●移動 しながら話さないで

移動 しながらの通話は、声が聞

き取 りにくいうえ、電波状態が不

安定になったり、途中で切れてし

まったりすることがあります。
●通報後は電源を切 らないで

110番通報の内容について確認

したいことがある場合は、警察官

から通報者に電話をかけ直すこと

があります。
●110番は、県内どこからかけても

青森市にある警察本部通信指令課

につながります。

県境付近からの、携帯電話等に

よる110番 通報は、他県の通信指令

室にかかってしまうことがありま

す。

農業で自立するには、借地や農

作業の受託等による規模拡大や夏

秋 トマ ト、ハウスネギ等収益性の高
い作物を積極的に導入して所得の

拡大を図つていく必要があ ります。

そのために、農家の皆さんが抱

えている問題等の相談に応 じるた

め別表により、普及センターに「農

業やりくり相談所」、町村に「農業
やりくり移動相談所」を開設して
います。御利用をお待ちしています。

レ相談活動の内容

①簿記や家計簿記帳 (複式簿記帳
を含む)

②青色申告
③認定農業者制度
④農業改良資金、就農支援資金、

農地取得資金、農業近代化資金、
スーパーL他

⑤農地の借 り入れ、貸し出し、農

作業の受委託の希望

⑥パソコンの利活用 (ア ップルネ

ットヘの加入を含む)

なお、皆さんからの相談には町

村に設置されている経営改善支援

センターと経済観光課農業委員会

と連携を取 り合いながら対応する

こととしています。

>お 問い合わせ先

役場経済観光課

雇用促進事業団では事業の一環

として、これまで勤労者の財産形

成を目的とした財形制度の普及な

らびに利用促進を図つてきました。

これまでの各種融資制度のほか

に、新たに勤労者が生涯の節目と

なる特定事由による一般財形貯蓄

からの支払に対 し、事業主が給付

金を支給 した場合、雇用促進事業

団に対 し助成金を申請できる財産

形成貯蓄活用給付金・助成金制度

が平成 9年度より倉1設 されました。

財産形成貯蓄活用給付金とは

財産形成貯蓄活用給付金は、勤

労者が動労者財産形成貯蓄 (一般

財形貯蓄)を利用した計画的な財

産形成を行い、生涯の節日となる

特定事由のために払い出し、その

資金に充てた場合に、一連の自助

市浦村の人口と世帯数  平成9。 12.1現在

努力を支援するために事業主が動

労者に支払う給付金です。

財産形成貯蓄活用助成金とは

財産形成貯蓄活用助成金は、財

産形成貯蓄活用給付金を支払う事

業主に対 し、雇用促進事業団が支

給する助成金です。

特定事由とは

1育児…一歳に満たない子の養育

2教育1動労者が同居又は扶養 し

ている親族の教育

3介護 要介護状態である次の者

に係る介護

動労者本人、配偶者、父母、

配偶者の父母、子及び勤労者と

同居かつ扶養している祖父母、

兄弟姉妹、孫の介護

4自 己再開発 (教 育訓練・健康増

進)…・勤労者本人の自己再開発

(教 育訓練及び健康増進)

>お 問い合わせ先

青森雇用促進センター

ト電話番号

ます。

)受 付期間

平成10年 1月 7日 いから

平成10年 1月 27日 ω まで (厳 守 )

)試 験 日

1回 目 平成10年 2月 7日 ω

2回 目 平成10年 2月 8日 (日 )

>お 問い合わせ先

平成10年 1月 7日 い より下記に

お問い合わせ ください

○消防本部 (消防署)希望者は

「消防本部総務課」まで

電話番号 57-2744
0静和回希望者は

「静和園総務課」まで

電話番号 57-3101

消防本部 (消 防署)及 び静和国

では下記により職員を募集 してい
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